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今
回
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
の

要
請
内
容
は
、
①
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
に
つ
い
て
、
②
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
に
つ
い

て 

、
③
国
民
健
康
保
険

に
つ
い
て 

、
④
介
護
保

険
に
つ
い
て 

、
で
し

た
。 

 

高
齢
者
２
割
負
担
、

や
む
な
し
（
瀬
戸
内
） 

 

「
後
期
高
齢
者
の
人
権

と
い
の
ち
、
健
康
を
脅
か

す
医
療
費
窓
口
負
担
２
割

化
は
中
止
す
る
よ
う
国
に

働
き
か
け
て
く
だ
さ
い
」

と
の
要
請
に
対
し
て
は
、

「
全
て
の
世
代
の
方
々
が

安
心
で
き
る
社
会
保
障
制

度
を
構
築
す
る
た
め
、
や

む
を
得
な
い
と
考
え
て
い

る
」
（
瀬

戸

内

市
）
、

「
必
要
な
受
診
が
抑
制
さ

れ
る
こ
と
が
無
い
よ
う
経

過
措
置
と
し
て
外
来
受
診

の
負
担
増
加
額
に
つ
い
て

配
慮
措
置
が
講
じ
ら
れ

る
」
（
真
庭
市
）
と
の
回

答
で
し
た
。
県
社
保
協

は
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
の
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
の
さ
な
か
に

後
期
高
齢
者
を
医
療
機
関

か
ら
遠
ざ
け
る
負
担
増
は

あ
り
得
な
い
」
な
ど
と
主

張
し
ま
し
た
。 

 

国
保
へ
の
一
般
会
計

繰
り
入
れ
も
否
定 

 

 

岡
山
県
社
保
協
は
１
０
月
２
６
日
か

ら
１
１
月
８
日
ま
で
、
県
下
の
２
５
市
町

村
を
訪
問
し
て
、
当
局
と
交
渉
す
る
「
社

会
保
障
の
充
実
を
求
め
る
全
県
キ
ャ
ラ
バ

ン
」
に
と
り
く
み
ま
し
た
。 

「
（
国
保
の
）
保
険
料

（
税
）
の
負
担
緩
和
を
図

る
た
め
の
決
算
補
填
等
目

的
の
法
定
外
一
般
会
計
繰

入
を
新
規
に
実
施
、
ま
た

は
維
持
、
復
活
し
て
保
険

料
（
税
）
を
引
き
下
げ
、

加
入
世
帯
の
所
得
に
占
め

る
保
険
料
（
税
）
の
負
担

割
合
を
引
き
下
げ
て
く
だ

さ
い
」
と
の
要
請
に
対
し

て
は
、
「
県
国
保
運
営
方

針
に
お
い
て
、
単
に
保
険

料
（
税
）
引
き
下
げ
を
目

的
と
し
た
法
定
外
の
一
般

会
計
繰
入
金
に
つ
い
て

は
、
解
消
・
削
減
す
べ
き

も
の
と
位
置
づ
け
て
ら
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
保
険

料
（
税
）
を
引
き
下
げ
る

た
め
の
一
般
会
計
繰
入
は

実
施
で
き
な
い
も
の
と
考

え
て
い
る
」
（
玉
野
市
、

他
多
数
）
と
の
回
答
で
し

た
。
県
国
保
運
営
方
針
に

記
述
の
決
算
補
填
等
目
的

の
法
定
外
一
般
会
計
繰
入

の
削
減
・
解
消
方
針
を
改

め
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。 介

護
保
険
料
に
つ
い
て

県
社
保
協
は
、
「
今
後
さ

ら
に
高
齢
化
は
進
行
す

る
。
介
護
保
険
で
は
介
護

給
付
費
の
５
０%
を
保
険

料
で
ま
か
な
う
。
公
費
負

担
を
増
や
さ
な
け
れ
ば
、

今
後
保
険
料
は

際
限
な
く
引
き

上
が
る
」
な
ど

と
主
張
し
ま
し

た
。 

（写
真
・上
）県
社
保
協
が
実
施
し
た
全
県
キ
ャ
ラ
バ
ン

の
様
子
（矢
掛
町
） 

真庭市では、滞納者の差し

押さえ例として、威圧するかの

ように車のタイヤにロックをかけ

て展示 


